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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年 11 月 14 日の決算発表時に公表した業績予想を、下記のと 

おり修正しましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成 20 年 3月期通期業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1日～平成 20 年 3 月 31 日） 

（１）連結業績予想数値の修正                          （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 19 年 11 月 14 日発表） 
20,000   610   340   170   4.00 

今回修正予想（Ｂ） 21,700 880 450 300 7.05 

増減額（Ｂ－Ａ）    1,700   270   110    130   3.05 

増減率    8.5  44.3  32.4  76.5  76.3 

前期（平成 19 年 3月期）実績 19,030   542 288 △ 214 △ 5.04 

                                  単位：1株当りの当期純利益は円 

 

（２）個別業績予想数値の修正                          （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 19 年 11 月 14 日発表） 
15,300   300   230 △  20 △ 0.47 

今回修正予想（Ｂ） 16,300 330 250    5   0.11 

増減額（Ｂ－Ａ）    1,000   30   20   25   0.58 

増減率    6.5  10.0  8.7 － － 

前期（平成 19 年 3月期）実績 14,193 118 53 △1,355 △ 31.83 

                                  単位：1株当りの当期純利益は円 

２．修正の理由 
当連結会計年度につきましては、サブプライムローン問題に起因する世界的な需要転換リスクを、業績予

想値に織り込んでおりましたが、北米の急激な需要調整が一巡して底這い傾向に近づく一方、アジア及びそ

の他新興国市場で引き続き好調な販売を維持するとともに、国内でも前年を上回る販売を確保し、第４四半

期（１～３月期）の連結売上高は、前年同期比３６％増の６９億８千万円を達成することができる見通しと

なり、この結果として、通期連結売上高は前年同期比１４％増、前回発表の連結業績予想数値比で８．５％

増の２１７億円となる見通しです。 

また、当連結会計年度の売上拡大に伴い、所在地別セグメント業績におきましても、北米を除き、インド

ネシア、中国、日本ともに前年同期比増収増益を確保することが出来ました結果、営業利益、経常利益、当

期純利益とも前回発表の連結及び個別の業績予想数値を上回る見通しです。 
以  上 


